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1. はじめに 

当センター吉田キャンパス極低温寒剤供給施設にヘリウム液化機が増設されマンパワー不足とな

ることに伴い, 同建物の液体窒素汲み出し口が 2003 (平成 15) 年 3月に改良された. 新しい液体窒素

供給システムの概要を紹介する前に, 同システム導入の背景を述べる.  

それまでの汲み出しは, 以下のように多くの手順を必要としていた（ただし, 本部構内にある工学

部液体窒素貯蔵所は現在もこれに準じた方式である）. 1) 換気扇を ON とする. 体重計で充填前の容

器重量を測る. 2) 容器を手動リフトに載せ, ノズルが容器底部に届くまでリフトを上げる. 3) 手動

弁を 1/4回転程度開けて配管と容器を予冷する. 4) 予冷が済んだら弁を全開にし, 満液まで充填して

弁を閉じる. 5) 体重計で充填後の容器重量を測る. 6) 重量の増分を 0.8 kg/Lで割り体積へ換算し, 汲

み出し体積として掲示板の帳票に日時・所属・名前と共に記入し, 換気扇をOFFとする.  

 そのようにして 150以上の利用グループにより蓄積された手書きの汲み出し情報を月単位で集計し,

各利用グループへの請求額として整理する膨大な作業は, センタースタッフによる手作業・手計算に

よっていた. 一方で, 磁気カードによる管理方式は本学では既に宇治キャンパスで確立されており,

他大学でもバーコード方式などによるシステムの例があった. 桂キャンパスでも類似の自動管理シス

テムが平成 15年度に稼働開始した. 利用者の利便性・安全性に寄与する目的もさることながら, 計量

の確度向上及び集計作業の省力化を実現することを目指して, 吉田キャンパスに図 1に示した「液体

窒素自動計量集計システム」を導入した.  

 
2. 新システム利用方法 

実際の利用方法（手動停止又は半自動停止）は, 汲み出し現場に備え付けの操作ガイドをご覧いた

だければ判るようにしてある. ここでは操作ガイドは各利用グループへ配布したバーコードカードの

裏面にも印刷されている. 手動停止の場合の操作方法と各操作の意味を説明しておく. なお, 独立に

2系統の汲み出しができる.  

1)  バーコードリーダーでバーコードを読み込むと, 充填制御盤（図 2）の設定値の欄に 999.9が表

示される.（＊） 

2)  容器を床埋め込みの秤にのせ, フレキシブル管充填ノズル先端の直管部分（約 50 cm）を容器口

へ挿入する（ゴム管利用の場合は,ノズル先端が下吹き出しとなっているフレキシブル管（向かっ

て左側）の先にゴム管をつないで容器と接続する）. 
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図 2 液体窒素充填制御盤 

（（株）センサーシステム製）. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 （株）巴商会が納品した液体窒素供

給システム. 右隅が充填制御盤.  

 

 
3)  スタートボタン（緑色に点滅しているハズ）を押す. そうすると換気扇が自動で回り始め, まず

配管予冷用電磁弁が開き, 発生するガスは配管を通じて直接屋外へ排出される. 配管温度が規定

値まで下がると電磁弁と LED 表示が切り替わり, 容器へ汲み出せるようになる. 手動弁の開度

で液体窒素の出具合を調整できる. 

4)  充填体積はリアルタイムで充填量欄にリットル表示される. 容器が満杯になったと利用者が判

断したら, 停止ボタン（赤色）を押す. すると, 供給用の電磁弁が一旦閉じ, 再スタートボタン

（オレンジ色）と停止ボタン（赤色）が点滅する. 更に充填を続ける場合は再スタートボタンを, 

終了する場合は停止ボタンを押す. 停止ボタンを 2回押した時点で, 最後の充填体積が充填量欄

に表示され, データは別置きのコンピュータへ転送される. 換気扇は自動停止する. 

5)  容器から充填ノズルを抜き取り（＊）, 各研究室（又は各容器）専用のバーコードに空容器重量

が登録されている場合は, 充填制御盤の設定値の欄に充填可能体積がリットル表示されその値で

自動停止する. 登録されていない場合は, 同欄に 999.9が表示される.  

 

3. 安全機能について 

 汲み出し口が室内にあることから, 窒息事故防止の目的で以下の安全機能を備えている. 特に下記

2) の機能のため, スタートボタンを押した後の手動弁開操作にもたついていると, ブザーが鳴って

停止し, ブザーリセット操作後に初めからやり直す必要があるので注意されたい.  

1)  酸素濃度, 秤の温度, 換気扇（電磁弁開閉と連動の自動発停）の運転状況を常に監視し,  3 つの

うち 1つでも異常があれば供給用電磁弁を閉じる（又は開けない）インターロック機能（これまで

無かった外気取り入れ口も新たに設けた）. 

2)  充填スタート後, 秤にかかる荷重が一定時間変化しないと, 満液による飽和と判断し, 供給用電

磁弁を閉じる機能.  

3)  秤の温度が一定値まで下がると, 満液により液体窒素が床にこぼれたと判断し, 供給用電磁弁を

閉じる（又は開けない）機能.  
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4. 今後 

汲み出し作業そのものは以前に比べて簡便になり, 窒息に対する安全性も確実に向上したと考え

ている. 150 以上にのぼる利用グループに関する集計作業も大幅に省力化された. 末筆ながら低温レ

バーロック・カプラ等をご提供のうえ現場に何度も足を運んで下さった東京大学教養学部の小田嶋豊

氏に感謝します.  
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寒 剤 供 給 状 況  

吉田キャンパス 
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宇治キャンパス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 57



低温物質科学研究センター 協議員名簿 

平成１６年 ４月 １日    

 所 属 連   絡   先 

水 崎 隆 雄 
理学研究科 

１号委員 

ＴＥＬ 3785 

E-mail mizusaki@scphys.kyoto-u.ac.jp 

澤 田 安 樹 
ＬＴＭセンタ－ 

２号委員 

ＴＥＬ 4068 

E-mail sawada@scphys.kyoto-u.ac.jp 

矢 持 秀 起 
ＬＴＭセンタ－ 

２号委員 

ＴＥＬ 4036 

E-mail yamochi@kuchem.kyoto-u.ac.jp 

壬 生   攻 
ＬＴＭセンタ－ 

２号委員 

ＴＥＬ 17-3108 

E-mail mibu@scl.kyoto-u.ac.jp 

齋 藤 軍 治 
理学研究科 

３号委員 

ＴＥＬ 4035 

E-mail saito@kuchem.kyoto-u.ac.jp 

三 木 邦 夫 
理学研究科 

３号委員 

ＴＥＬ 4029 

E-mail miki@kuchem.kyoto-u.ac.jp 

藤 吉 好 則 
理学研究科 

３号委員 

ＴＥＬ 4215 

E-mail yoshi@em.biophys.kyoto-u.ac.jp 

芹 川 忠 夫 
医学研究科 

３号委員 

ＴＥＬ 4360 

E-mail serikawa@anim.med.kyoto-u.ac.jp 

半 田 哲 郎 
薬学研究科 

３号委員 

ＴＥＬ4555 

E-mail handatsr@pharm.kyoto-u.ac.jp 

長 村 光 造 
工学研究科 

３号委員 

ＴＥＬ 5434 

E-mail osamura@hightc.kyoto-u.ac.jp 

大 東   肇 
農学研究科 

３号委員 

ＴＥＬ 6281 

E-mail ohigashi@kais.kyoto-u.ac.jp 

前 川   覚 
人・環研究科 

３号委員 

ＴＥＬ 6787 

E-mail d54355@sakura.kudpc.kyoto-u.ac.jp 

 小 野 輝 男 
化学研究所３

号委員 

ＴＥＬ 17-3103 

E-mail ono@scl.kyoto-u.ac.jp 

鴨 嶋 武 忠 幹 事 
ＴＥＬ 3602 

E-mail jimuch@mail.adm.kyoto-u.ac.jp 

備考 
 任期は平成 16年 4月 1日から２年間 

 

 

 

 

 

 58

mailto:mizusaki@scphys.kyoto-u.ac.jp
mailto:sawada@scphys.kyoto-u.ac.jp
mailto:yamochi@kuchem.kyoto-u.ac.jp
mailto:mibu@scl.kyoto-u.ac.jp
mailto:saito@kuchem.kyoto-u.ac.jp
mailto:miki@kuchem.kyoto-u.ac.jp
mailto:yoshi@em.biophys.kyoto-u.ac.jp
mailto:serikawa@anim.med.kyoto-u.ac.jp
mailto:handatsr@pharm.kyoto-u.ac.jp
mailto:osamura@hightc.kyoto-u.ac.jp
mailto:ohigashi@kais.kyoto-u.ac.jp
mailto:d54355@sakura.kudpc.kyoto-u.ac.jp
mailto:ono@scl.kyoto-u.ac.jp
mailto:jimuch@mail.adm.kyoto-u.ac.jp


低温物質科学研究センター 運営委員会委員名簿 

平成１６年 ４月 １日    

Name E-mail 所 属 TEL 

水 崎 隆 雄 mizusaki@scphys.kyoto-u.ac.jp 理学研究科 3785 

澤 田 安 樹 sawada@scphys.kyoto-u.ac.jp ＬＴＭセンタ－ 4068 

矢  持 秀 起 yamochi@kuchem.kyoto-u.ac.jp ＬＴＭセンタ－ 4036 

壬 生   攻 mibu@scl.kyoto-u.ac.jp ＬＴＭセンタ－ 17-3108 

伊 藤 忠 直 ito@em.biophys.kyoto-u.ac.jp ＬＴＭセンタ－ 4217 

佐々木      豊 sasaki@scphys.kyoto-u.ac.jp ＬＴＭセンタ－ 3755 

松 原   明 akira@scphys.kyoto-u.ac.jp ＬＴＭセンタ－ 3755 

大 塚 晃 弘 otsuka@kuchem.kyoto-u.ac.jp ＬＴＭセンタ－ 4036 

齋 藤 軍 治 saito@kuchem.kyoto-u.ac.jp 理学研究科 4035 

藤 吉 好 則 yoshi@em.biophys.kyoto-u.ac.jp 理学研究科 4215 

吉 村 一 良 kyhv@kuchem.kyoto-u.ac.jp 理学研究科 3989 

百 瀬 孝 昌 momose@kuchem.kyoto-u.ac.jp 理学研究科 4048 

長 峯   隆 nagamine@bpp2.kuhp.kyoto-u.ac.jp 医学研究科 19-3602 

鈴 木   実 suzuki@huee.kyoto-u.ac.jp 工学研究科 15-2263 

星 野   勉 hoshino@asl.kuee.kyoto-u.ac.jp 工学研究科 15-7008 

和 田 裕 文 wada@magma.mtl.kyoto-u.ac.jp 工学研究科 5471 

山 田 雅 保 masayasu@kais.kyoto-u.ac.jp 農学研究科 6059 

小山田   明 f52017@sakura.kudpc.kyoto-u.ac.jp 人間・環境学研究科 2942 

前 野 悦 輝 maeno@scphys.kyoto-u.ac.jp 国際融合創造センタ－ 

理学研究科 
3752 
9150 

幹事（事務長） jimuch05@mail.adm.kyoto-u.ac.jp 理学研究科 3602 

 

 

 

 

 

 59

mailto:mizusaki@scphys.kyoto-u.ac.jp
mailto:sawada@scphys.kyoto-u.ac.jp
mailto:yamochi@kuchem.kyoto-u.ac.jp
mailto:mibu@scl.kyoto-u.ac.jp
mailto:ito@em.biophys.kyoto-u.ac.jp
mailto:sasaki@scphys.kyoto-u.ac.jp
mailto:akira@scphys.kyoto-u.ac.jp
mailto:otsuka@kuchem.kyoto-u.ac.jp
mailto:saito@kuchem.kyoto-u.ac.jp
mailto:yoshi@em.biophys.kyoto-u.ac.jp
mailto:kyhv@kuchem.kyoto-u.ac.jp
mailto:momose@kuchem.kyoto-u.ac.jp
mailto:nagamine@bpp2.kuhp.kyoto-u.ac.jp
mailto:suzuki@huee.kyoto-u.ac.jp
mailto:hoshino@asl.kuee.kyoto-u.ac.jp
mailto:wada@magma.mtl.kyoto-u.ac.jp
mailto:masayasu@kais.kyoto-u.ac.jp
mailto:f52017@sakura.kudpc.kyoto-u.ac.jp
mailto:maeno@scphyo.kyoto-u.ac.jp
mailto:jimuch05@mail.adm.kyoto-u.ac.jp


低温物質科学研究センター 専任教官名簿 

平成１６年 6月 １日現在    

Name E-mail 職 TEL 

水 崎 隆 雄 mizusaki@scphys.kyoto-u.ac.jp センタ－長 3785 

澤 田 安 樹 sawada@scphys.kyoto-u.ac.jp 教授 4068 

矢  持 秀 起 yamochi@kuchem.kyoto-u.ac.jp 教授 4036 

壬 生   攻 mibu@scl.kyoto-u.ac.jp 教授 17-3108 

伊 藤 忠 直 ito@em.biophys.kyoto-u.ac.jp 助教授 4217 

佐々木      豊 sasaki@scphys.kyoto-u.ac.jp 助教授 3755 

松 原   明 akira@scphys.kyoto-u.ac.jp 助教授 3755 

新  井  敏 一 toshikaz@scphys.kyoto-u.ac.jp 助手 4055 

大 塚 晃 弘 otsuka@kuchem.kyoto-u.ac.jp 助手 4036 

春 日 井   昇 kasugai@scphys.kyoto-u.ac.jp 助手 4068 

北  所  健  悟 kengo@nice.kumac.kyoto-u.ac.jp 助手 4061 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 60

mailto:mizusaki@scphys.kyoto-u.ac.jp
mailto:sawada@scphys.kyoto-u.ac.jp
mailto:yamochi@kuchem.kyoto-u.ac.jp
mailto:mibu@scl.kyoto-u.ac.jp
mailto:ito@em.biophys.kyoto-u.ac.jp
mailto:sasaki@scphys.kyoto-u.ac.jp
mailto:akira@scphys.kyoto-u.ac.jp
mailto:otsuka@kuchem.kyoto-u.ac.jp

